
 

 

［成果情報名］花粉稔性を有するリンゴ完全ホモ個体「リンゴ中間母本９５Ｐ６」 

［要約］「千秋」の葯培養により育成した「リンゴ中間母本９５Ｐ６」は完全ホモの２倍体

であり、花形が正常で 20％を超える花粉発芽率を有することから花粉親として利用でき、

リンゴ育種および遺伝解析の効率化が図られる。 
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［背景・ねらい］ 

リンゴは幼若期間が長く、ブドウ、モモ、ナシに比較し、結実までに長い年月を要する。

また、モモなどに比較して染色体数が多いこと、複２倍体起源であること、諸形質を支配

する遺伝子が複雑であることなどから遺伝解析は遅れており、育種の効率化が進んでいな

い。効率的な育種や遺伝解析を実現するためには、他作物で利用されているような遺伝的

に固定化されたホモ系統が有用であるが、リンゴでは自家不和合性により自殖でホモ系統

を得ることができない。そこで、葯培養によりリンゴの完全ホモ個体を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１.「リンゴ中間母本９５Ｐ６」は、花形が正常で 20％を超える花粉発芽率を有しており、

花粉親として利用できる（表１）。 

２.「リンゴ中間母本９５Ｐ６」は、35 種類の SSR マーカー分析により「千秋」の花粉由

来であることが確認されている（表２）。 

３.「リンゴ中間母本９５Ｐ６」の倍数性はフローサイトメトリーによる検定で、２倍体で

あることが確認されている。このことから「リンゴ中間母本９５Ｐ６」は培養中に自然

倍加したダブルハプロイドであると推察される（図１）。 

４. S 遺伝子型は S-RNase 特異的プライマーASPF3 と ASPR3 を用いた検定により、S1 S1（「千

秋」は S1S7）であることが検証されている。 

５.開花期は「千秋」と同時期であり、自然交配での結実率は 29.4％、平均種子数 2.3 個(2008

年)、種子発芽率 97.1％と種子の生産能力も有する。果実の果皮色は黄緑、果重約 100g

で材料親「千秋」の 1/2～1/3 程度である（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１.遺伝解析用の交配親として、片親に完全ホモ個体である「リンゴ中間母本９５Ｐ６」を

用いることにより、関与する遺伝子座の数を少なくできることから、シンプルな解析が

可能となり、遺伝解析の効率化が図られる。 
２.開花期が早い品種と交配を行う際には、花芽の着生した切り枝に吸水・加温処理を行っ

て開花を促進し、交配予定日までに開葯を行う。 

３.風船状花で採取した場合、花粉発芽率が劣ることから、花を採取するステージは開花直

後でかつ葯が開く前とする。 

４.「リンゴ中間母本９５Ｐ６」の利用は、品種登録後に、福島県との共同研究により提供

可能である。 



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（福島県） 
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図２「リンゴ中間母本９５Ｐ６」の 

果実外観 
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図１「リンゴ中間母本９５Ｐ６」の倍数性の検定 

Peak １:リンゴ中間母本９５Ｐ６  

    ２:ジョナゴールド（３倍体） 

表１「リンゴ中間母本９５Ｐ６」の 
開葯率および花粉発芽率（2008 年）  

     品種・系統 花の採取 採花日 開葯率 花粉発芽率 

 

ステージ （月日） （％） （％） 

千秋 風船状 4 月 30 日 78.3 82.9 

 

開花直後 4 月 30 日 97.8 85.3 

 

自然開葯後 4 月 30 日 99.4 85.3 

95P6 風船状 4 月 30 日 0.0 0.0 

 

風船状 5 月 1 日 1.8 2.6 

 

開花直後 4 月 30 日 28.2 23.6 

 

開花直後 5 月 1 日 13.1 17.6 

 

自然開葯後 5 月 2 日 68.9 33.0 

 

表２ 「リンゴ中間母本９５Ｐ６」の SSR 分析結果（抜粋）  

SSR マーカー

 CH02b10 MS14h03 CH04e02 CH03a09 CH05a05 CH01c06 CH05c07 MS06g03 CH04d10 CH05d11 CH05e05 CH02c09 CH05a04

LG2
z LG3 LG4 LG5 LG6 LG8 LG9 LG10 LG11 LG12 LG14 LG15 LG16

品種・系統 SSR バンドサイズ（bp)

千秋 116/128 121/142 152/157 124/132 215/220 156/160 108/145 159/184 154/164 173/201 145/155 228/239 164/193

95P6 128 121 157 132 220 160 145 184 164 201 145 228 193

z：LG=連鎖群（染色体）No  


